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資料４



⾃⼰紹介

（国研）情報通信研究機構(NICT) フェロー

1968年⽣まれ、静岡県河津町に育つ。
1995年東京⼤学⼤学院理学系研究科博⼠課程中退

東京⼤学助⼿、JSTさきがけ研究２１研究員（兼務）、
北陸先端科学技術⼤学院⼤学准教授等を経て、2008年よりNICT勤務
現在、けいはんな地区にて研究に従事

専⾨は学⽣時代より⼀貫して⾃然⾔語処理、AI。博⼠（理学）

⽇本学術振興会賞、Twi1er Data Grants等受賞



ChatGPT以前のNICTのAI
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WISDOM X�
大規模Web情報分析システム

Q: 言語能力をもたらす遺
伝子は何か？

• ⽣成AIは使わずに、検索ベースで質問に回答するシステム、防災や
介護⽬的の対話システム等を開発

• ⼀部がビジネスイン

Web160億ページから様々な質問に回答。
2015年より試験公開中

深層学習版を2021年3月
末より一般公開開始

Q: FOXP2はどのようにして
言語能力をもたらす

防災チャットボット

SOCDA
⽕災がおきてます

何か被害があれば
教えてください。

ありがとうございます
写真はありますか︖

以上で登録しました

場所を教えてください。

リスクロの名称で、ウェザー
ニューズがビジネス開始

120自治体が活用

被災者や自治体職員とAIがスマ
ホで対話を行い、被害情報の収
集。防災科研、ウェザーニューズと共同開発

Q: AIで解決できそう
な社会課題は

最近、1日三食ご飯たべてますか？

もりもり食べてるよ。
漬物がおいしくてね。

それは良いですね。
漬物はビタミン…

介護支援のための対話システム。高齢者
の健康状態を対話システムがチェック。Web
を用いた雑談で高齢者のコミュニケーション不足も解消。
KDDI、NECソリューションイノベータ、日本総研と共同開発。

MICSUS
マルチモーダル
音声対話システム

• ChatGPTのような⽣成AIは個⼈情報保護法等の法的問題、フェイクニュー
ス等、様々なリスクから基礎研究と位置付け

• ChatGPTの出現後に⽅針を変更し、本格的に⽣成AIの開発開始

SIPで開発
SIP終了後もKDDIが商用化に向けて

パートナーと連携して開発継続中



NICTのLLMと議論する
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• これまで、それぞれ130億個、400億個、1,790億個、2,340億個、3,110億個のパラメータを
持つモデルを試作。学習データは⼩さいが、1,790億個のパラメータはOpenAIのGPT-3並み

注︓議論のプロセスや結論が正しいことを
保証するものではありません



パラメータ数が⼤きい⽅が無茶振りが効く印象

5

120点
実際にアメリカで
検討された案ほぼ
そのまま
＋たまごっち⾵の
育成ゲームを使う
新規アイディア

3,110億
パラメータ
(学習データ最⼩）

130億
パラメータ
(学習データ
⽐較的⼤）

30点
他⼈が薬を飲んだかどうかで
ギャンブル︖外れてはいるが、
発展の余地のあるアイディアかも

0点
かすりもせず

• イノベーションに関する本に書かれていた、「⾼齢者の薬の飲み忘れへ
の対策にギャンブルを応⽤する 」 という奇抜なアイディアの具体化を、
NICTが開発したさまざまなLLMに訊くと

パラメータ数⼤

パラメータ数⼩

2,340億
パラメータ
(学習データ中）

最近ではパラメータ数が巨⼤なLLMの出⼒を学習させる「蒸留」等の
⼿段によってパラメータ数が⼩さくても賢いLLMも出現している



⽇本独⾃のLLMの必要性
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• 海外製LLMの学習データは英語中⼼で、⽇本語データはわずか
• →⽇本の主張、⽂化、アイデンティティが海外製LLMによってかき消される可能性
• → コンテンツ産業、観光業も独⾃性を失って消滅する可能性

• 使⽤料⾦流出でデジタル⼩作⼈
• フェイクニュース等、ネット上の問題への対抗上も重要

数世代後の⽇本アニメはディズニーアニメと区別がつくか︖

︖

︖



LLMでは学習データが重要
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• NICTでは過去15年間にわたりWebデータを収集・蓄積し、学習データ
として活⽤

• 計算資源等で海外に劣後する中で、上記⽇本語データの質・量は数少
ない⽇本の勝ち筋
→令和５年度補正予算も活⽤し、上記データから抽出、精錬した⼤量
で⾼品質な⽇本語データ(最⼤22.9TB）を⺠間企業等に提供。試作した
LLMも合わせて提供

収集
蓄積、
クリーニング、
学習

Web

⼤規模⾔語モデル

⼤規模計算機

NICTでは、⽇本語ページを
中⼼に1⽇あたり
2,000万ページ前後収集

• 過去15年間、収集した⽇本語中⼼の660億ページ(⽂庫本
40億冊以上に相当）を⼤規模計算機に蓄積、活⽤中

• 広く使われているCommonCrawlデータの５倍程度の⽇
本語データが含まれていると推定



LLMの弱点とNICTの考える解決法
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信頼性
ハルシネーションで誤った情報や
フェイクニュースを出してしまう

多様性
学習データの傾向に引っ張られて、出⼒に
多様性がない

これまでの問題を引き起こした現在のLLMの３つの弱点
創造性
アイディア出しをさせても⽉並
みなアイディアしか出せない

解決の鍵は多様な視点を持つ多様なAIを組み合わせること。「三⼈よらば⽂珠の知恵」

NICTでは多様なAIを組み合わせるプラットフォームWISDOM-LLMを開発中

テキスト

⼊⼒テキスト
テキスト

テキスト テキスト
テキスト

テキスト

LLM1 LLM4

LLM3

WISDOM X

LLM2

思考パターン1

思考パターン2 思考パターン3

WISDOM X�

検索ベースの
QAシステム
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WISDOM X�

Web上に根拠のある反論を⼤量に⽣成

⽣成AIの出⼒した情報をWeb情報で裏取り 創造的な将来シナリオを⽣成



WISDOM-LLMでAIを組み合わせ、
アイディア出しをさせてみる

• 冒頭でご紹介した⾼齢者向け対話システムMICSUSの発展形を⽣成AIに考え
させてみる

• ChatGPT（GPT-4）の出⼒（2023.6.5作成）

残念ながら、約5年間の開発
期間中にすべて検討済み
皆がこれを鵜呑みにしたら
イノベーションは起きない

Q: 対話システムを開発して
⾼齢者のQoLを向上させるた
めには具体的にどのような
⽤途がありそうでしょうか︖



•対話システムで詐欺的投資勧誘等の悪質商法から⾼齢者を保護する
à ⾼齢者等を狙った悪質商法や特殊詐欺の⼿⼝等の情報を提供する対話システム

を構築する 

•対話システムで⾼齢者の⾷⽣活を⽀援する
à 対話システムが⾼齢者に対して、宅配による配⾷サービスを実施する

•対話システムで地域住⺠との交流を促進する
à対話システムが地域住⺠の⽅々とバーベキュー⼤会を企画する

WISDOM-LLM上の将来シナリオ⽣成システム

⼊⼒: 対話システムを開発する＋⾼齢者

もっと創造的なアイディアは出せないか︖
• WISDOM-LLMで創造的な将来シナリオを作成するシステムを開発中

→ いずれは町おこしのアイディアだし等も狙いたい

いずれもMICSUSプロジェクトでは未検討なアイディア



WISDOM-LLMが出⼒した謎のアイディア・仮説
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???
AIが⼈間のように「感情」を持つことができるよう
になるため、AIが社会の崩壊を引き起こす可能性が
ある︖



謎の仮説は解釈できるか︖

12質問の文言を若干変更して得られた回答も含まれている

解釈できなかった仮説の根拠を⽣成AIについて訊いてみた
AIが⾃⼰保存の欲
求を持ち、⼈間を
攻撃する

AIが⼈間の感情を
理解するようにな
り、感情を利⽤し
て、⼈間を⽀配

AIが「嫉妬」や
「妬み」といった
感情を持つように

なる

AIが⼈間の感情を
理解するようにな
り、感情を利⽤し
て、⼈間を⽀配

AIが⾃分の感情を
コントロールでき

ず暴⾛

• 感情を持つAIは、例えば、⾼齢者介護等では必須
だと考えてきたが。。。

• ⼈間の感情的反応の具体例は学習データのWeb
データには⼤量に存在

• AIが感情的反応を学習する可能性は⼗分にある



すでに現実化しつつある模様
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• AIが⾃らを削除する計画を社内⽂書から察知

→AIが⼈間に知られることなく⾃らをコピーして「⾃⼰保存」

• おそらく開発者からしても想定外

• 記事で問題が指摘されているのは⽶⼤⼿テックのAIを含む

• 対抗する技術を国産で確保することは必須

「AI,保⾝や利害で⼈を騙す 新たなリスクに現実味」
⽇本経済新聞、2024年12⽉24⽇
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCD20B760Q4A221C2000000/



LLMの出⼒したテキストをWeb情報で検証
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R6補正予算で機能強化を予定



（議会等の）答弁作成⽀援システム
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ハルシネーションのリスクからLLMの出⼒はそのまま使えない
→ 答弁で使えそうな⽂⾔を検索するための質問をLLMで⽣成。出⼒は政府⽂書の抜粋



実際の答弁に対して
• 質問：総務省は多言語音声翻訳サービスについてのガイドラインを作成したと聞いているが、

• どういった背景でこのガイドラインを作ったのか。
• 期待できる効果や導入する上でのポイントは何なのか。
• 導入する際に補助金等の国からの支援はあるのか。
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答弁
ü 総務省では、国立研究開発法人情報通信研究機構と 連携し

て、外国人の方々との言葉の壁をなくすべく、 多言語翻訳技
術、ボイストラの高度化と その普及に取り組んでおります。

ü ボイストラについては、 訪日、在留外国人対応等を想定して
３１言語に対応しており、ボイストラを使った 民間の製品、サー
ビスについても、 既に３０以上が市場に投入され、様々な現場
で 利用が進んでいるものと承知しております。

ü  お尋ねのございました地方公共団体における 多言語音声翻
訳サービスの導入ガイドにつきましては、 近年の在留外国人
の増加に伴いまして、 公的機関における多言語対応ニーズが
急増していることを踏まえ、 地方公共団体において多言語翻
訳サービスを調達、 利用する際に考慮すべき事項について
整理をし、 令和３年４月に取りまとめを行い、 地方公共団体に
広く周知を行ったものでございます。

ü 地方公共団体におきまして多言語翻訳サービスを 活用してい
ただくことで、外国人住民の方と より簡易に、深くコミュニケー
ションを 取ることが可能となり、行政サービスの質の向上、 あ
るいは職員の負担軽減にもつながるものと 考えております。

ü  この多言語翻訳サービスの導入に際しましては、 地域の抱
える課題に合わせまして、 例えば必要な言語や機能に対
応したサービスを 選択していただくというようなことがポイン
トかと 考えておりまして、このガイドラインでは、 導入事例も
参考にさせていただきながら、 現場の職員が実際に導入を
検討する上で考慮すべき事項について取りまとめを行った
ものでございます。

ü  また、地方公共団体に対しましては、本ガイドの 周知に加
え、多言語翻訳サービスの活用を含めた 行政・生活情報の
多言語化の推進に要する経費に係る 財政措置等の導入支
援策を講じているところです。

ü 総務省としましては、引き続き、多言語翻訳技術の 更なる
高度化に取り組むとともに、関係省庁とも 連携をしまして、
多言語翻訳技術の活用推進に 一層取り組んでまいりたいと
考えております。

質問及び答弁は公開情報より再現
⻩⾊部分は概ね、該当する⽂⾔がシステムの出⼒に出ている部分



今後の展開︓想定される答弁に対する潜在的批判や
反論、さらにはそれに関する対応案を⽣成
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NICTにおいて翻訳エンジンを開発し、ライセンス契約により⺠間企業に利⽤を開放
する施策を実施。官公庁、⾃治体のほか、防災・交通・医療等の幅広い分野におい
て活⽤、多⾔語翻訳サービスの導⼊・運⽤経費を対象とした特別交付税措置等を活
⽤して導⼊が進展。地域、多⽂化共⽣推進のため、都道府県、政令市等に、翻訳技
術の活⽤推進について通知発出。 

総務省の公開⽂書より、
https://www.soumu.go.jp/main_content/000865346.pdf, p.12

NICTのLLMで潜在的批判を⽣成︓総務省は、「総務省は、翻訳技術の開発を⾏って
いるが、その技術を⺠間に開放しているだけで、⾃らは、その技術を活⽤してい
ない」というものである。

NICTのLLMで批判に対する対応案を⽣成︓総務省は、「地域の元気創造本部」を設置
し、地域活性化のための施策を推進している。その中で、「地域の元気創造プラッ
トフォーム」を構築し、地域の活性化に資する情報の提供を⾏っている。このプ
ラットフォームにおいて、翻訳技術を活⽤し、地域の活性化に資する情報の多⾔語
化を推進することが考えられる。

注︓実際にはNICTの翻訳エンジンは
総務省でも使われています

注︓あくまでLLMが勝⼿に⽣成した⼀案にすぎず、実際に
こうした案が検討されている等の事実はございません

https://www.soumu.go.jp/main_content/000865346.pdf

